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　環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 事業所や車両の二酸化炭素削減に努めます。

３ ． 自社の廃棄物の削減に努めます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 洗浄剤や殺菌剤など適正管理に努めます。

6 ． 大気・水質・土壌への汚染予防に努めます。

7 ． 近隣地域住民及び自治体が進める環境保全活動へ参画します。

米田　健司代表取締役社長

　当社は、『グローバルハーモニー』を合言葉に調和のとれた環境を後世に引き継ぐ一翼
を担うべく、謙虚にかつ自信を持って地球環境活動に取り組みます。
　当社は、廃棄物の収集運搬、土木業等の事業活動において、環境関連の法令等を遵守す
るとともに、環境影響の負担を低減させ、高度な循環型社会の実現に努め、従業員一丸と
なって継続的、謙虚にかつ自信を持って、改善活動に取り組んでまいります。

制定日： 2022年6月15日

ごあいさつ
　私は、昭和４７年、創業者である父から事業を承継し、その後、浚渫等土木部門の事業拡大をする
中、常に市民ファーストを意識した会社経営を行ってきました。その間、多数の車両を保有している
ことから、排ガス規制等環境対策における法令順守や事故防止を特に意識して行ってきました。しか
し、具体的な数値や実績を検証することはありませんでした。
　平成27年の国連サミットでの『持続可能な開発目標(SDGｓ)』が採択され、パリ協定の発足、令和
２年には2050年までに脱炭素社会(カーボンニュートラル)を目指すことが宣言されました。また、堺
市においても、『SDGｓ未来都市・堺』のスローガンのもと、ゴミ減量運動（ごみの４R運動）を行
うなど様々な分野において取組みがなされております。
　このように社会全体がよりよい社会環境づくりに向かっている中、弊社としても、より具体的に実
効性のある環境活動を行う必要があると考えました。
　そして、エコアクション21の認証取得に向けた取組みは、会社における業務負担と環境活動におけ
るバランスがよく、弊社としても大変取組み易く、また、その効果も期待できるものと思います。
　最後に、エコアクション21の認証を取得し、これを継続することで、よりよい社会環境を後世に残
せたらと思います。

経 営 理 念

環 境 経 営 方 針

　人類が火を発見し、自由に使用できるようになった時点から、環境問題がスタートした
といっても過言ではないでしょう。
　以来人類のみが地球を汚してきたのです。今、ようやくそのことに気づき、環境浄化あ
るいは美化事業の重要さが注目され始めました。弊社はこの静脈産業一筋にほぼ半世紀、
地道ながら着実に歩んで参りました。「地球」は人類全ての大切な財産かつ資源です。
「調和」のとれた「環境」を次世代に引き継ぐ一翼を担えるよう社員一同努力していま
す。人類が火を発見し、自由に使用できるようになった時点から、環境問題がスタートし
たといっても過言ではないでしょう。
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（１） 名称及び代表者名
株式会社SYC
代表取締役社長　米田　健司

（２） 所在地
本社 大阪府堺市中区福田６３２-１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者・担当者 米田　哲朗 TEL：072-237-8321

FAX：072-234-7848

（４） 事業内容

一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業，下水維持管理事業，家財整理

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 堺市市役所単価による

名
㎡

（６） 事業年度 7月1日～6月30日

受託した廃棄物の処理量
ｔ

ｔ

５．５ｔパッカー車 台

３．５ｔパッカー車 台
２ｔパッカー車 台

４ｔバキューム車 2 台
２ｔバキューム 3 台

５．５ｔブロアー車 1 台

４ｔブロアー車 1 台
給水車 1 台
４ｔジェット車 1 台
３ｔジェット車 1 台

２ｔジェット車 1 台
２ｔパネル車 3 台

２ｔダンプ車 2 台

軽ダンプ車 4 台
軽四輪車 5 台
普通車 3 台

合計 台

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社SYC
対象事業所： 本社
活　　　動： 一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業，下水維持管理事業，家財整理

延べ床面積　　　 424

一般廃棄物収集運搬量 22,641

3000

会社情報
従業員　　　　　 60

昭和49年7月20日

13
18

組 織 の 概 要

4

所有車両

63

車種 台数

産業廃棄物収集運搬量 127

2



更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境管理事務局

取締役

社長　米田　健司

取締役　米田　哲朗

環境委員会
各部班長及びEA21担当者

環境経営組織及び役割・責任・権限

2022年6月15日

総務部 環境事業部 土木部

全従業員

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境活動実績の確認・評価

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

3



□事業の紹介

□処理工程図

一般廃棄物

産業廃棄物

家庭ごみ

事業系ごみ

処分場

産業廃棄物

焼却場

（行政引渡し）
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

堺市

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　 その他の許可一覧

積
替
保
管

廃棄物の種類

令和5年9月8日

許可有効年月日

令和9年9月19日

令和3年7月1日

備　　　考

平成30年10月1日

平成30年9月9日

許可年月日

02501055706 令和4年12月26日

奈良県 02900055706 令和4年9月20日

京都府 02600055706 令和5年5月12日

滋賀県 平成29年12月27日

許可区域

和歌山県 03000055706 平成30年9月11日

兵庫県 02803055706

大阪府 02700055706

許可番号 許可年月日

第30号 令和4年7月1日 令和6年6月30日

令和5年9月10日

令和5年9月30日

許可有効年月日

許可区域 許可番号
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単位
kg-CO2

一般廃棄物受託収集運搬量 トン
産業廃棄物受託収集運搬量 トン

トン
トン
㎥

※令和4年のデータは、2022年7～9月の3か月

※二酸化炭素総排出量はLPG,灯油を含む

✕

原単位評価 ✕
〇

原単位評価 ✕
〇
〇

〇
95% 92%

行動目標（次項による）

基準年度比

㎥ 431
69%

129,686 128,248

9月末まで

2,923
（基準値) （目標） （実績）

132,303

環境経営目標及びその実績

電力による二酸化炭素
削減

4225981水道水の削減
90%

482,866487,897

22,641 5,573

関西電力

0.063
0
0

0

0.000産業廃棄物排出量
59

関西電力

26

2021年

470

2021年

64.040

128,251

127

505,079

0

令和３年 令和４

二酸化炭素総排出量

項　目 #VALUE!

（目標）

基準年度比

kg
kg-CO2

令和４

基準年度比

令和５

kg-CO2

令和６

0.506

令和３
　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

0.511
471,350476,260

20.9 20.7
97%

281

22.3

125,086

93% 90%

97%

96%
11,638

95%

73

評
価

129,380
98%

2,894 3,162

126,792

85
2021年

2021年

21.1
2021年

0一般廃棄物排出量

（目標）

11,516

6378 290

電力CO2排出係数
(kg-CO2/kWh)

電力会社

採用年度

0.312

93% 80%

kg-C2/t 21.6

環境に配慮した収集運
搬

一般廃棄物の削減

上記二酸化炭素排出量合計

kg-CO2

主な環境負荷の実績

基準年度比
自動車燃料による二酸
化炭素排出量の削減

0.496 0.351

kg-C2/t 0.532 0.527 0.565

水使用量

2021年 99% 108%

0.351

96%
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

3,741

１０月 １１月

○

６月

4,3553,811

２月 ３月 ５月４月
10,05811,784 13,272

7月 ４月１１月

12,19811,635 12,146

3,3944,381 3,712

１月

3,817

12,075

4,284

１月１２月

８月 ９月
13,112

3,575 4,033

数値目標

４月
2,514

３月

4,179

2,929
１０月

２月

・エコドライブの徹底

2,809 2,904

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

達成状況

５月

〇

３月
3,903

ゴミ収集車等の軽油使用量は、ゴミ収集量の増減や業務量に
よるところ、月によって達成未達成の差が生じざるを得な
い。その中でも、社員全員がエコドライブ意識することは意
味があるので、今後も継続していきたい。

６月

3,738
５月

2,002
６月

2,752 3,932 3,153

８月 ９月

2,578

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

１０月

・効率的な収集ルートの検討

✕

2,387
１１月８月

原単位目標
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

7月 ２月

○
・不要照明の消灯 ○
・エアコンフィルタ清掃

昨年に同様、コロナ対策の一環として、換気の励行を進める
一方、熱中症対策の必要性もあり、今回の取組期間（夏期期
間）にあっては、冷房運転を継続的に行っていた。
もっとも、今回の取組結果として、電力使用量が未達成と
なっている点については、真摯に受け止め、現在よりもより
一層こまめな消灯等節電に努める必要がある。

９月

13,412

3,559 3,940

7月

3,566

12,757

12,048

2,886 3,153 2,278
１月１２月

3,296

✕
数値目標

12,364

13,09112,490 13,967

１２月

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

0

2,000

4,000

6,000

7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

5,000

10,000

15,000

7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した収集運搬

１２月

・ミスコピーの防止 ○

〇

26

○

○

26 26 26

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

・作業開始前の車両点検 ○ 走行距離を少なくすることと、燃費を向上することが環境に
配慮した収集運搬に繋がることから、常に効率的な収集運搬
ができるよう収集コースの見直しを図り、取り残しの件数を
把握し防止に努めた。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・積み残しの削減

○

一部上水を使用しているが、基本的には、使用量把握困難な
地下水を使用しているため、数量での検証ができないため、
日々の使用方法等で気をつけるよう心がけている。

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項
目で実施）

0 59 0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

一般廃棄物については、前年度実績がなく、今年度からの集
計となっているため、まずはできることを実践するように心
がけ、今後の活動の参考としたい。

0 75
４月

0 77
7月 ８月

84

26 2626
25

４月 ５月２月 ３月
26 26 26

１２月

・両面コピー

・分別の徹底
・裏面使用の励行

９月 ６月
26 26

１０月 １月 ２月

・ポスター掲示 ○

0

○
・車両の清掃 ○

81
１１月

数値目標

0 67
６月５月３月

0 85 0
９月

0 0

7月 ８月

達成状況

〇

12 26

１１月

0 0

１月

達成状況

数値目標

１０月

0 0

0

50

100

7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

10

20

30

7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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取組紹介

会社周辺清掃

地域貢献の一環として、一週間に一度、交代で会社周辺の

清掃活動を実施しております。

市民サービスだけでなく、環境に対する社員の意識づけに

もなるため、今後も継続して実施していきます。

日常的に使用する場所などは、日々清掃を行っている

ところですが、長年手を付けることができなかった場所に

ついても、EA２１認証取得承認、継続を機会に、今まで

手つかずになっていた場所についても、清掃を行っていき

ます。

当社は、多数の車両を使用して業を行っているため、他

の業種よりも、より高い意識で安全運転を行っています。

また、ゴミの収集に関しても、市民の皆様にできるだけ

迷惑を掛けないようスマートかつクリーンな収集を行って

おります。

しかし、日々業務を行う中で、どうしても運転や収集活

動がマンネリ化してしまうことがあったり、うっかりミス

をしてしまうこともあるので、日々の運転等に関する安全

教育を行い、また、失敗事例を従業員全員で共有すること

により、常に再発防止に努めております。

安全教育

環境美化

堺市環境マスコットキャラクター

ムーやん

9



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

自動車NOｘ・PM法 排ガス規制適合車両

緊急事態の想定：
■実施日：  令和４年２月12日

■参加者： ゴミ収集人員のみ（40名）

※コロナ対策のため、参加人員を制限

■実施予定内容：□通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

堺市環境基本条例 環境汚染の防止、自然環境の適正な保全、環境負荷の低減

大阪府環境基本条例 環境負荷の低減、豊かな環境の保全

下水道法

消防法（危険物）

フロン排出抑制法

燃料貯槽設備、危険物の保管

排水規準内の管理

燃料貯槽設備

火災の発生

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

■実施状況の様子
　２階従業員詰所より出火したこととして、初期消
火の想定訓練(消火器設置位置の確認)、避難及び誘
導訓練を実施。
　また、弊社には給油設備があることから、参加者
全員で給油設備の注意事項を確認。

水質汚濁法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

収集運搬業、産業廃棄物（廃プラ等）廃棄物処理法

適用される法規制

車両の大きさ・重量、通行制限

道路運送車両法 車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

道路交通法

緊急事態対応の試行・訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

空調機屋内外設備の自主点検
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環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

代表者による全体の評価と見直し・指示（R4.11.1）

弊社の主たる業務が、一般廃棄物の収集運搬であることから、エコアクション２１認証取得に関する取り

組みについても、車両に関する部分がその大部分を占めております。

今回の取組み結果を見ると、主に、電気使用量、軽油の使用量については、残念ながら、3か月の取組期

間で目標達成できておりません。

この点、特に後者については、ゴミ収集量や交通事情、いずれの焼却場に搬入するかなどで、取組み結果

が大きく左右されてしまうので、これが大きく影響したものと思われます。

しかし、何も意識しない状態で、日々の業務を行うことと、意識することは全く異なることだと思います。

また、前者に関しては、何ができていたのか、できていなかったのか、まだまだ徹底してできるところは

ないのかなどを、担当者を含め、都度、検討することで少しでも目標が達成に近づける必要があると考えま

す。

何より大切なことは、従業員一人一人が環境問題を意識するようになり、仕事上のみならず私生活におい

ても取り組みを行うようになることが、将来の住みよい地球環境を作ることに繋がるものと考えます。

それこそが、私が最終目標とするところです。

今回は、まず現状を把握する意味から、取組み実施項目の実行もあるが、実施期間（７月～９月）につき、一定の教養等を実施

したのちは、個々の意識に任せた部分が強かったため、前年に比して、改善が見られた項目は少なかったように思う。

弊社は業種的に取り組みできる事項が少ないため、最も効果的な取り組みが軽油やガソリンの使用量削減となるが、ゴミの量や

運搬先によりその使用量に差が出ることは否めないところ、今後は全社員一丸となり、エコドライブの推進などできることをより

一層意識して継続することで、状況が悪化した場合でも、できるだけ効率化を図り、環境に改善に資するよう取り組みを強化して

いきたい。
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